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い 

と
う

伊
藤
　
ゆ
き

（
元
埼
玉
大
学
特
任
教
授・㈳
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
前
副
会
長
）

　
二
十
年
以
上
前
、
ネ
パ
ー
ル
の
日
本
大

使
館
で
専
門
調
査
員
を
勤
め
て
い
た
頃
、

あ
る
村
で
、
大
き
な
お
腹
を
抱
え
た
お
母

さ
ん
に
、
「
い
つ
、
産
ま
れ
る
の
？
」
と

聞
い
た
私
に
、
彼
女
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

「
産
ま
れ
る
時
に
産
ま
れ
る
」
と
、
小
声

で
答
え
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
に
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
中
心
に
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
パ
シ
ュ

パ
テ
ィ
ナ
ー
ト
寺
院
に
は
、
絶
え
間
な
く
死
者
が
運
び
込
ま
れ
、
川

沿
い
に
積
ん
だ
薪
の
上
で
荼
毘
に
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
灰
は
聖
な
る

ガ
ン
ジ
ス
川
に
繋
が
る
川
に
流
さ
れ
、
輪
廻
転
生
の
輪
に
乗
れ
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仏
陀
の
生
誕
地
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
生
も
死
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

こ
と
で
は
な
く
、
人
々
の
目
の
前
で
、
日
常
の
営
み
の
一
つ
と
し
て

共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
舎
で
は
、
電
気
も
飲
み
水
も
十
分
に
得
ら
れ
ず
、
読
み
書
き
も

で
き
な
い
女
性
が
沢
山
い
ま
す
が
、
餓
死
も
、
孤
独
死
も
あ
り
ま
せ

ん
。
出
産
し
た
母
親
と
子
供
の
世
話
、
弱
者
や
老
人
の
世
話
も
、
周

囲
の
人
々
が
少
し
ず
つ
「
お
せ
っ
か
い
の
手
」
を
差
し
出
す
こ
と

で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
日
常
生
活
が
回
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
今
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
少
子
高
齢
化
と
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
進

み
、
若
者
は
海
外
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
ま
す
。
金
、
金
、
金
の
社
会
に

な
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
人
々
の
温
か
さ
は
エ
ベ
レ
ス
ト
の
高
さ
に

勝
る
ネ
パ
ー
ル
の
魅
力
で
す
。

ネ
パ
ー
ル
の
素
敵
な
人
々

散 歩 道
糸島市三雲

糸
島
市
三
雲
は
周
囲
が
田
園
地
帯
で
、
多
く
の
古
墳
や
遺
跡
な
ど
が
集
ま
り
、

古
代
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
場
所
で
す
。
三
雲
井
原
遺
跡
群
は
糸
島
市
の
瑞
梅
寺
川

と
川
原
川
の
間
に
あ
る
遺
跡
群
で
、
弥
生
時
代
の
三
雲
南
小
路
遺
跡
・
井
原

鑓
溝
遺
跡
、
古
墳
時
代
前
期
の
端
山
古
墳
・
築
山
古
墳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

み
く
も
み
な
み
し
ょ
う
じ
い
せ
き

い
わ
ら

や
り
み
ぞ
い
せ
き
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西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
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念

地
域
の
人
々
に
信
頼
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れ
る

納
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と
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の
医
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・
介
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福
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の
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供
を
目
指
し
ま
す
。
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体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ　
理
事
長

谷　
正
之

　
大
野
城
（
四
王
寺
山
脈
）
が
築
か
れ

た
前
年
の
6
6
4
年
に
築
造
さ
れ
た
大

堤
防
の
水
城
。
こ
の
水
城
跡
を
一
望
で

き
る
地
点
を
、
国
分
高
台
（
約
90
ｍ
）

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
西
鉄
大
牟
田

線
都
府
楼
前
駅
か
ら
往
復
す
る
。

　
駅
か
ら
横
断
歩
道
、
朱
塗
り
の
関
屋

橋
を
渡
り
右
へ
。
す
ぐ
の
歩
道
橋
を
渡

り
左
へ
降
り
、
福
岡
方
面
へ
向
か
う
。

　
「
坂
本
2
丁
目
」
標
識
が
あ
る
分
岐

①
は
、
そ
の
ま
ま
直
進
す
る
。
筑
紫
看

護
高
等
専
修
学
校
が
見
え
る
と
分
岐
②

が
あ
る
の
で
、右
の
生
活
道
路
を
進
む
。

や
が
て
駅
か
ら
25
分
位
で
分
岐
③
に
着

く
。
近
く
に
太
宰
府
市
の
「
特
別
史
跡

水
城
跡
東
門
前
」
バ
ス
停
が
あ
る
。

　
右
へ
向
か
い
山
道
を
上
る
。
歩
き
始

め
て
す
ぐ
、
展
望
所
①
が
あ
る
。
間
も

な
く
シ
イ
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木

林
の
尾
根
道
に
変
わ
る
。
林
内
か
ら
野

鳥
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。
石
祠

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
下
る
と
、
左

に
住
宅
街
が
見
え
る
。
短
い
上
り
下
り

を
数
回
繰
り
返
す
。
分
岐
③
か
ら
20
分

程
で
展
望
所
②
が
あ
る
国
分
高
台
に
到

着
す
る
。
平
坦
地
で
案
内
板
も
あ
る
。

こ
こ
か
ら
脊
振
山
、
能
古
島
、
眼
下
に

水
城
跡
が
一
望
で
き
る
。

　
頂
上
か
ら
は
、来
た
道
を
引
き
返
す
。

都
府
楼
前
駅
ま
で
お
よ
そ
40
分
。

こ
く

 

ぶ

 

た
か
だ
い

国
分
高
台 

〈
太
宰
府
市
〉

超
低
山
散
歩
30

ぶ
ら
り

　

特　集

気
管
支
喘
息
に
つ
い
て

呼
吸
器
内
科
　
医
師

石
津
　
美
輪

い
し

づ

み

わ

イ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
器
械
を
用
い

て
、
肺
の
働
き
や
気
管
支
を
通
る
空
気

の
通
過
状
況
を
み
る
も
の
で
す
。

　
最
初
の
1
秒
間
で
吐
き
出
し
た
空
気

の
量
を
1
秒
量
（
F
E
V
1.0
）
と
い
い
、

喘
息
の
方
の
場
合
、
肺
活
量
や
1
秒
量

は
正
常
値
よ
り
低
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
気
管
支
拡
張
薬
（
サ
ル
タ

ノ
ー
ル
や
メ
プ
チ
ン
）
の
吸
入
前
後
で

1
秒
量
が
改
善
す
る
か
を
検
査
し
ま

す
。

　
あ
と
は
血
液
検
査
で
好
酸
球
数
や
IgE

の
値
を
測
定
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
傾
向

が
な
い
か
検
査
し
ま
す
。
胸
部
X
線
検

査
、
血
液
ガ
ス
分
析
検
査
、
そ
の
他
必

要
に
応
じ
て
心
電
図
や
心
臓
エ
コ
ー
、

胸
部
C
T
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
喘
息
の
重
症
度
は
軽
症
間
欠
型
、
軽

症
持
続
型
、
中
等
症
持
続
型
、
重
症
持

続
型
の
4
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
軽
症
と
重
症
で

は
症
状
も
大
き
く
違
い
ま
す
し
、
治
療

も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
症
状
の
程
度
や

呼
吸
機
能
の
結
果

に
よ
っ
て
医
師
が

重
症
度
を
判
断

し
、
そ
れ
に
あ
っ

た
薬
の
種
類
や
量

を
選
び
ま
す
。

　
気
管
支
喘
息
の

慢
性
炎
症
に
対

し
、
吸
入
ス
テ
ロ

イ
ド
薬
が
最
も
効

果
が
あ
り
、
最
初

に
用
い
る
主
軸
の

薬
に
な
り
ま
す
。

症
状
に
応
じ
て
、

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
（
キ
ュ
バ
ー
ル
、

フ
ル
タ
イ
ド
、
パ

ル
ミ
コ
ー
ト
、
オ

ル
ベ
ス
コ
な
ど
）、

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
／
長
時
間
作
用

型
β
2
刺
激
薬
配
合
剤
（
ア
ド
エ
ア
、

レ
ル
ベ
ア
、
シ
ム
ビ
コ
ー
ト
、
フ
ル

テ
ィ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
ロ
イ
コ
ト
リ

エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
（
オ
ノ
ン
、
キ
プ

レ
ス
な
ど
）、テ
オ
フ
ィ
リ
ン
製
剤（
テ

オ
ド
ー
ル
、
ユ
ニ
フ
ィ
ル
な
ど
）
に
て

治
療
し
ま
す
。

　
右
記
の
薬
剤
で
治
療
し
て
い
て
も
喘

息
発
作
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
作
の
時
は
、
短
時
間
作
用
型
β
2
刺

激
薬
（
メ
プ
チ
ン
、
サ
ル
タ
ノ
ー
ル
）

を
吸
入
し
ま
す
。
症
状
の
改
善
が
不
十

分
で
あ
れ
ば
20
分
お
き
に
吸
入
し
、
3

回
吸
入
し
て
も
（
1
時
間
た
っ
て
も
）

呼
吸
困
難
が
あ
る
場
合
や
苦
し
く
て
横

に
な
れ
な
い
ほ
ど
重
度
の
発
作
の
場
合

は
救
急
外
来
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
病
院
で
は
発
作
の
時
は
ス
テ
ロ
イ
ド

の
経
口
薬
や
点
滴
、
気
管
支
拡
張
薬
の

点
滴
な
ど
で
治
療
し
ま
す
。

　
室
内
の
環
境
を
整
え
た
り
、
禁
煙
や

十
分
な
睡
眠
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
や

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
喘
息
治
療
の
ゴ
ー
ル
は
、
発
作
の
と

き
の
症
状
を
し
ず
め
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
発
作
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る

こ
と
。
こ
れ
が
喘
息
治
療
の
目
標
で

す
。

　
喘
息
は
、
呼
吸
を
す
る
と
き
の
空
気

の
通
り
道
（
気
道
）
が
狭
く
な
り
、
呼

吸
が
苦
し
く
な
る
状
態
（
喘
息
発
作
）

を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。
喘
息
の
人
の

気
道
は
慢
性
的
な
炎
症
が
あ
る
た
め
、

刺
激
に
対
し
て
過
敏
な
状
態
に
な
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激

に
も
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま
い
、
気
道

が
収
縮
し
て
狭
く
な
る
喘
息
発
作
を
繰

り
返
し
ま
す
。

　
喘
息
の
人
の
気
道
は
、
発
作
が
な
い

時
で
も
常
に
炎
症
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
発
作
が
な
い
と
き
で
も
刺
激

を
減
ら
し
た
り
、
炎
症
を
抑
え
る
治
療

が
必
要
で
す
。
気
道
の
炎
症
が
治
ま
れ

ば
刺
激
に
も
反
応
し
に
く
く
な
り
、
喘

息
発
作
は
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
炎
症
に
よ
っ
て
気
道
の
組
織
の
一
部

に
障
害
が
起
こ
る
と
、
身
体
は
そ
の
壊

れ
た
部
分
を
修
復
し
よ
う
と
し
ま
す
。

傷
が
軽
け
れ
ば
元
に
戻
り
ま
す
が
、
発

作
を
く
り
返
し
て
い
る
と
、
傷
は
元
通

り
に
治
ら
ず
、
気
道
壁
が
厚
く
な
っ
て

気
道
の
弾
力
性
が
な
く
な
り
、
気
道
が

狭
い
状
態
の
ま
ま
元
に
戻
り
に
く
く

な
っ
て
し
ま
い
（
リ
モ
デ
リ
ン
グ
）、

呼
吸
機
能
の
低
下
が
お
こ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
炎
症
が
改
善

さ
れ
る
ま
で
根
気
よ
く
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
気
管
支
喘
息
の
一
般
的
な
症

状
は
咳
が
出
た
り
、
息
苦
し

か
っ
た
り
、
息
を
吐
く
と
き
に

の
ど
が
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
鳴
っ
た
り
（
喘
鳴
）
し

ま
す
。
咳
は
夜
間
か
ら
早
朝
に

か
け
て
出
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ

ば
喘
息
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
病
院
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、

ま
ず
大
事
な
の
は
問
診
で
す
。

い
つ
ご
ろ
か
ら
ど
の
よ
う
な
症

状
が
あ
る
の
か
、発
作
の
頻
度
・

程
度
、
家
族
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の

人
が
い
る
か
、
小
児
喘
息
が

あ
っ
た
か
、喫
煙
し
て
い
る
か
、

ペ
ッ
ト
の
有
無
な
ど
を
先
生
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　
喘
息
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
肺
機
能
検

査
を
行
い
ま
す
。
肺
機
能
検
査
は
ス
パ 喘息ってどんな病気？

発作でないときも気道では常に炎症が起きている

891

892893

894
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▲遠くに脊振山、眼下に水城跡（国分高台より）

範
　
　
囲

歩
行
距
離

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
太
宰
府
市
国
分

　
　
　
　
　
４
・
４
㎞

　
　
　
　
　
85
分

　
　
　
　
　
都
府
楼
前
駅
か
ら
片
道
徒

歩
15
分
程
で
、
大
宰
府
政
庁
跡
と
太
宰

府
展
示
館
に
も
立
ち
寄
れ
る
。

Ⓟ

〈西鉄天神大牟田線〉

国分高台
（約90m）

関屋橋

「都府楼前駅」バス停

〈R3〉
至 久留米

〈R76〉

→

筑紫看護
高等専修学校

水
城
郵
便
局

至 

太
宰
府
天
満
宮

大
宰
府
政
庁
跡
→

水
城
小 

文

歩
道
橋

分岐②

ウメ
並木サク

ラ並
木

「国分寺前」
標識

展望所①

衣掛天満宮「東門前」バス停

至 福岡

水城
跡

〈
九
州
自
動
車
道
〉

（展望所②）

〈ゴール〉

〈スタート〉

分岐③

分岐①
〒

「都府楼前」駅

→

〈R112〉

WC

イ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
器
械
を
用
い

て
、
肺
の
働
き
や
気
管
支
を
通
る
空
気

の
通
過
状
況
を
み
る
も
の
で
す
。

　
最
初
の
1
秒
間
で
吐
き
出
し
た
空
気

の
量
を
1
秒
量
（
F
E
V
1.0
）
と
い
い
、

喘
息
の
方
の
場
合
、
肺
活
量
や
1
秒
量

は
正
常
値
よ
り
低
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
気
管
支
拡
張
薬
（
サ
ル
タ

ノ
ー
ル
や
メ
プ
チ
ン
）
の
吸
入
前
後
で

1
秒
量
が
改
善
す
る
か
を
検
査
し
ま

す
。

　
あ
と
は
血
液
検
査
で
好
酸
球
数
や
IgE

の
値
を
測
定
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
傾
向

が
な
い
か
検
査
し
ま
す
。
胸
部
X
線
検

査
、
血
液
ガ
ス
分
析
検
査
、
そ
の
他
必

要
に
応
じ
て
心
電
図
や
心
臓
エ
コ
ー
、

胸
部
C
T
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
喘
息
の
重
症
度
は
軽
症
間
欠
型
、
軽

症
持
続
型
、
中
等
症
持
続
型
、
重
症
持

続
型
の
4
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
軽
症
と
重
症
で

は
症
状
も
大
き
く
違
い
ま
す
し
、
治
療

も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
症
状
の
程
度
や

呼
吸
機
能
の
結
果

に
よ
っ
て
医
師
が

重
症
度
を
判
断

し
、
そ
れ
に
あ
っ

た
薬
の
種
類
や
量

を
選
び
ま
す
。

　
気
管
支
喘
息
の

慢
性
炎
症
に
対

し
、
吸
入
ス
テ
ロ

イ
ド
薬
が
最
も
効

果
が
あ
り
、
最
初

に
用
い
る
主
軸
の

薬
に
な
り
ま
す
。

症
状
に
応
じ
て
、

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
（
キ
ュ
バ
ー
ル
、

フ
ル
タ
イ
ド
、
パ

ル
ミ
コ
ー
ト
、
オ

ル
ベ
ス
コ
な
ど
）、

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
／
長
時
間
作
用

型
β
2
刺
激
薬
配
合
剤
（
ア
ド
エ
ア
、

レ
ル
ベ
ア
、
シ
ム
ビ
コ
ー
ト
、
フ
ル

テ
ィ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
ロ
イ
コ
ト
リ

エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
（
オ
ノ
ン
、
キ
プ

レ
ス
な
ど
）、テ
オ
フ
ィ
リ
ン
製
剤（
テ

オ
ド
ー
ル
、
ユ
ニ
フ
ィ
ル
な
ど
）
に
て

治
療
し
ま
す
。

　
右
記
の
薬
剤
で
治
療
し
て
い
て
も
喘

息
発
作
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
作
の
時
は
、
短
時
間
作
用
型
β
2
刺

激
薬
（
メ
プ
チ
ン
、
サ
ル
タ
ノ
ー
ル
）

を
吸
入
し
ま
す
。
症
状
の
改
善
が
不
十

分
で
あ
れ
ば
20
分
お
き
に
吸
入
し
、
3

回
吸
入
し
て
も
（
1
時
間
た
っ
て
も
）

呼
吸
困
難
が
あ
る
場
合
や
苦
し
く
て
横

に
な
れ
な
い
ほ
ど
重
度
の
発
作
の
場
合

は
救
急
外
来
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
病
院
で
は
発
作
の
時
は
ス
テ
ロ
イ
ド

の
経
口
薬
や
点
滴
、
気
管
支
拡
張
薬
の

点
滴
な
ど
で
治
療
し
ま
す
。

　
室
内
の
環
境
を
整
え
た
り
、
禁
煙
や

十
分
な
睡
眠
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
や

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
喘
息
治
療
の
ゴ
ー
ル
は
、
発
作
の
と

き
の
症
状
を
し
ず
め
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
発
作
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、

健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る

こ
と
。
こ
れ
が
喘
息
治
療
の
目
標
で

す
。

　
喘
息
は
、
呼
吸
を
す
る
と
き
の
空
気

の
通
り
道
（
気
道
）
が
狭
く
な
り
、
呼

吸
が
苦
し
く
な
る
状
態
（
喘
息
発
作
）

を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。
喘
息
の
人
の

気
道
は
慢
性
的
な
炎
症
が
あ
る
た
め
、

刺
激
に
対
し
て
過
敏
な
状
態
に
な
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激

に
も
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま
い
、
気
道

が
収
縮
し
て
狭
く
な
る
喘
息
発
作
を
繰

り
返
し
ま
す
。

　
喘
息
の
人
の
気
道
は
、
発
作
が
な
い

時
で
も
常
に
炎
症
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
発
作
が
な
い
と
き
で
も
刺
激

を
減
ら
し
た
り
、
炎
症
を
抑
え
る
治
療

が
必
要
で
す
。
気
道
の
炎
症
が
治
ま
れ

ば
刺
激
に
も
反
応
し
に
く
く
な
り
、
喘

息
発
作
は
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
炎
症
に
よ
っ
て
気
道
の
組
織
の
一
部

に
障
害
が
起
こ
る
と
、
身
体
は
そ
の
壊

れ
た
部
分
を
修
復
し
よ
う
と
し
ま
す
。

傷
が
軽
け
れ
ば
元
に
戻
り
ま
す
が
、
発

作
を
く
り
返
し
て
い
る
と
、
傷
は
元
通

り
に
治
ら
ず
、
気
道
壁
が
厚
く
な
っ
て

気
道
の
弾
力
性
が
な
く
な
り
、
気
道
が

狭
い
状
態
の
ま
ま
元
に
戻
り
に
く
く

な
っ
て
し
ま
い
（
リ
モ
デ
リ
ン
グ
）、

呼
吸
機
能
の
低
下
が
お
こ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
炎
症
が
改
善

さ
れ
る
ま
で
根
気
よ
く
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
気
管
支
喘
息
の
一
般
的
な
症

状
は
咳
が
出
た
り
、
息
苦
し

か
っ
た
り
、
息
を
吐
く
と
き
に

の
ど
が
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
鳴
っ
た
り
（
喘
鳴
）
し

ま
す
。
咳
は
夜
間
か
ら
早
朝
に

か
け
て
出
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ

ば
喘
息
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
病
院
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、

ま
ず
大
事
な
の
は
問
診
で
す
。

い
つ
ご
ろ
か
ら
ど
の
よ
う
な
症

状
が
あ
る
の
か
、発
作
の
頻
度
・

程
度
、
家
族
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の

人
が
い
る
か
、
小
児
喘
息
が

あ
っ
た
か
、喫
煙
し
て
い
る
か
、

ペ
ッ
ト
の
有
無
な
ど
を
先
生
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　
喘
息
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
肺
機
能
検

査
を
行
い
ま
す
。
肺
機
能
検
査
は
ス
パ

喘息は、どうやって治療するの？

気道が狭くなる 気道の炎症

891

892893

894
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今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先 医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

＊ 乳幼児を持つ保護者が、仲間づくりと
楽しい子育てを学習しています。当日、
タオル・帽子・飲み物を持って来てね。

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
安藤（文）（予約制）／山田
大園
下田
非常勤
中垣
瀬尾

鈴木
非常勤
非常勤

中村
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良
非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

鈴木
非常勤
非常勤
非常勤
川上

飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

中村
原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
安藤（文）（予約制）／宮本
松尾

非常勤
中垣
瀬尾

鈴木
非常勤
森園／非常勤

児玉
原田（15時まで）
吉川
國武

大園
下田

高比良

原田
髙野

安藤（文）（予約制）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣
瀬尾

鈴木
非常勤
森園／非常勤

川上

オンコール
原田（15時まで）
髙野

松尾

非常勤

吉川
國武

安藤（文）（予約制）/山田
大園/松尾
井野

非常勤
高比良

鈴木
非常勤
非常勤
安藤
川上

飯田/北原
渡辺
落合
國武

瀬尾

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）
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医療法人
西福岡病院

891

892893

894

住　所
講　師
会　費

西区 生の松原3-18-8
九州大学病院 心療内科 非常勤医師 高倉 修
無料

と　き 平成29年11月25日（土）
午前10時より午前11時まで

場　所 医療法人西福岡病院  本館3階会議室
☎　092-881-1331

老健西寿での家族・地域交流会の案内
テーマ：「高齢者ヒートショック現象の危険」  場所：西寿1階
日時：11月18日（土）10:30～11:30　問い合わせ先：092-892-3060

《　　 》睡眠のはなし～よいねむりのための12ヶ条～ 
今月の
テーマ

◎場所 西陵公民館　講堂
◎対象 校区住民
◎講師 西福岡病院　整形外科
 高比良知也さん
＊ 講演後、秋の健康ウォーキングです。
　　　　　  共催：校区保健衛生連合会

日　時 11月８日（水）
 10：00から

高齢者教室

地域づくり講座

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

「終活の話」

～高齢者の骨折予防について～

◎場所 西陵公民館　地域団体室
◎対象 60歳以上の人
◎講師 あおやぎ西会館　津崎純さん
＊ 興味のある方は、ぜひご参加を。
　 お待ちしております。

子育てミニミニひろば
「公園さんぽ」

日　時 11月９日（木）
 10：00～ 12：00

日　時 11月17日（金）
 13：30～ 15：00

◎場所 西陵公民館　児童等集会室
◎対象 0 ～ 3歳児と保護者
◎指導 保育士　大歯美穂子さん

ぜひご参加ください。お待ちしています。

病院フェア第16回
　10月21日（土）に第16回病院フェアを開催しました。昨年に引き続き雨
天のためメインステージを３階会議室にて行いました。
　ステージではコーラス、ダンス、二胡演奏と素敵なパフォーマンスを行っ
ていただき、会場はとても盛り上がりました。

　その他にも健康講話、各種模擬店、骨密度測定、血糖値測定、
肺年齢測定、健康相談室、ハンドマッサージ、チャリティバ
ザー等々、天候が悪いにも関わらずたくさんの方がご来場に
なり、各種イベントをお楽しみいただき、盛会のうちに終了
することができました。心より感謝申し上げます。来年は更
によりよいフェアにしていきたいと思っております。
　なお、今回の収益金は西陵校区社会福祉協議会へ寄付させ
ていただきます。


